
６月27日（月）は、管内で最も生徒数の多い北海道稚内高等学校を訪問しました。校長及び教頭との面談に加
え、８名の部長・主任の先生と、稚内高等学校の魅力や現状・課題について協議を行いました。より一層地域に
愛される学校づくりを推進するため、課題等の解決に向けた具体的な取組について話し合いを行うことができま
した。

令和４年度（2022年度）学校教育指導訪問（第１次）

北海道稚内高等学校（全・定）

・先生方の「学校は、しっかりとした『学力』を身に付ける場
所」という認識のもと、毎日の教育活動が展開されていまし
た。

・先生方の熱い想いや期待は、必ず生徒に伝わり、生徒を成長
させます。引き続き、地域に愛着をもち、探究し続けること
ができる生徒の育成をお願いします。

（高等学校教育指導班 加藤洋平）

担当者から

北海道稚内高等学校の特色のある教育活動

各部長から説明があった学校の取組

①（全）単位制（多様な選択科目を開設し、生徒は自分の興味・関心
や進路希望等に応じて必要な科目を選択して学ぶことができる）や
３学科併置（普通科、商業科及び衛生看護科）という環境で、生徒
同士が刺激し合いながら学んでいる。

②（定）授業だけでなく、ボランティア活動・学校行事・課外活動の
充実を図り、体験活動をとおしたキャリア教育にも重きを置きなが
ら、多様な進路希望の実現に応えるべく教育活動が展開されている。

日 時：令和４年６月27日（月）
訪問先：北海道稚内高等学校（全・定）
時 程： 8：50 ～ 校長・教頭（全）との面談

9：50 ～ 教務部長との面談
10：15 ～ 生徒指導部長との面談
10：50 ～ 総務部長との面談
11：15 ～ 舎務部長との面談
11：50 ～ 進路指導部長との面談
12：15 ～ 情報管理部長との面談
13：40 ～ 校長・教頭（定）との面談
14：20 ～ 教務部長との面談
15：10 ～ 生徒指導部長との面談
16：00 ～ 校長・教頭へ面談内容の報告

全日制：学習評価に関する研修の実施と授業改善の推進
社会情勢に合わせた校則の見直しの推進
PTA行事の活性化に向けた検討（行事に加え、日常の教育活
動への支援）
進路実現を保障するための「ロードマップ」の策定

定時制：生徒の実態に合わせた授業の実践に向けた研修会の実施
各生徒の「学びの支援カルテ」作成


